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平 成 2 9 年 海 津 市 議 会 第 １ 回 定 例 会 

 

◎議 事 日 程（第４号） 

 

平成29年３月17日（金曜日）午前９時開議  

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 議案第33号 財産の無償貸与についての訂正について 

日程第３ 議案第１号 平成29年度海津市一般会計予算 

日程第４ 議案第２号 平成29年度海津市クレール平田運営特別会計予算 

日程第５ 議案第３号 平成29年度海津市月見の里南濃運営特別会計予算 

日程第６ 議案第４号 平成29年度海津市介護老人保健施設在宅介護支援センター特別会計

予算 

日程第７ 議案第５号 平成29年度海津市国民健康保険特別会計予算 

日程第８ 議案第６号 平成29年度海津市介護保険特別会計予算 

日程第９ 議案第７号 平成29年度海津市後期高齢者医療特別会計予算 

日程第10 議案第８号 平成29年度海津市下水道事業特別会計予算 

日程第11 議案第９号 平成29年度海津市水道事業会計予算 

日程第12 議案第10号 平成29年度海津市介護老人福祉施設事業特別会計予算 

日程第13 議案第11号 平成29年度海津市介護老人福祉施設事業デイサービスセンター特別

会計予算 

日程第14 議案第12号 平成29年度海津市介護老人保健施設事業特別会計予算 

日程第15 議案第13号 平成29年度海津市駒野奥条入会財産区会計予算 

日程第16 議案第14号 平成29年度海津市羽沢財産区会計予算 

日程第17 議案第15号 平成28年度海津市一般会計補正予算（第５号） 

日程第18 議案第16号 平成28年度海津市クレール平田運営特別会計補正予算（第３号） 

日程第19 議案第17号 平成28年度海津市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第20 議案第18号 平成28年度海津市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第21 議案第19号 平成28年度海津市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第22 議案第20号 海津市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

について 

日程第23 議案第21号 海津市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

日程第24 議案第22号 海津市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
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について 

日程第25 議案第23号 海津市税条例等の一部を改正する条例について 

日程第26 議案第24号 海津市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

日程第27 議案第25号 海津市空家等対策協議会設置条例について 

日程第28 議案第26号 海津市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例について 

日程第29 議案第27号 海津市立幼稚園条例を廃止する条例について 

日程第30 議案第28号 海津市立保育所条例を廃止する条例について 

日程第31 議案第29号 海津市体育施設条例の一部を改正する条例について 

日程第32 議案第32号 市道路線の認定及び変更について 

日程第33 議案第33号 財産の無償貸与について 

日程第34 議案第34号 財産の無償貸与について 

日程第35 議案第35号 平成29年度海津市下水道事業特別会計への繰入について 

日程第36 派遣第１号 議員派遣について 

 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◎出席議員（１４名） 

     １番   飯 田   洋 君       ２番   藤 田 敏 彦 君 

     ３番   六 鹿 正 規 君       ４番   堀 田 みつ子 君 

     ５番   松 岡 光 義 君       ６番   赤 尾 俊 春 君 
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     14番   水 谷 武 博 君       15番   森     昇 君 

 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◎欠席議員（なし） 

 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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◎欠員（１名） 

 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◎地方自治法第１２１条の規定に基づき出席を要求した者の職氏名 

 市     長  松 永 清 彦 君   副  市  長  福 田 政 春 君 

                      総 務 部 長 併 
 教  育  長  中 野   昇 君   選挙管理委員会  服 部 尚 美 君 
                      事務局書記長 

                      市民環境部次長兼 
 市民環境部長  鈴 木 照 実 君   市民活動推進課長  菱 田 一 義 君 

                      健康福祉部次長 
 健康福祉部長  木 村 元 康 君   （施設担当）兼  近 藤 正 人 君 
                      サンリバーはつらつ 
                      事 務 長 

 健康福祉部次長 
 兼保険医療課長  伊 藤 裕 紀 君   産業経済部長  中 島   智 君 

 産業経済部次長 
 兼商工観光課  林   真 治 君   建設水道部長  中 島 哲 之 君 
 企業誘致担当課長 

 危 機 管 理 局              教 育 委 員 会 
 危機管理監兼  三 木 孝 典 君   事 務 局 長  伊 藤 精 治 君 
 監 察 室 長 

 教 育 委 員 会 
 事務局次長兼  石 原 義 雄 君   会 計 管 理 者  青 木   彰 君 
 スポーツ課長 

 監査委員事務局長併              農 業 委 員 会 
 公 平 委 員 会  伊 藤 裕 康 君   事 務 局 長  菱 田   昭 君 
 事務局書記長 

                      総務部総務課長併 
 消 防 長  吉 田 一 幸 君   選挙管理委員会  寺 村 典 久 君 
                      事務局書記次長 

 総  務  部 
 企画財政課長  白 木 法 久 君 

 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◎本会議に職務のため出席した者 

                      議 会 事 務 局 
 議会事務局長  荒 川 逸 夫     議会総務課長兼  古 川 和 典 
                      議事調査係長 

 議 会 事 務 局 
 議 会 総 務 課  渡 辺 美 香 
 課 長 補 佐 兼 
 総 務 係 長 
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   ◎開議宣告 

○議長（森  昇君） 定刻でございます。 

 ただいまの出席議員は14名であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を開き

ます。 

（午前９時００分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（森  昇君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第87条の規定により、議長において１番 飯田洋君、

３番 六鹿正規君を指名します。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎議案第33号 財産の無償貸与についての訂正について 

○議長（森  昇君） 次に日程第２、議案第33号 財産の無償貸与についての訂正について

を議題といたします。 

 市長より訂正理由の説明を求めます。 

 市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） ただいま議長よりお許しをいただきましたので、議案の訂正について

説明させていただきます。 

 去る２月22日に提出いたしました議案第33号 財産の無償貸与についての議案を訂正した

いので、海津市議会会議規則第19条第１項の規定により申し出をいたしたものであります。 

 訂正の理由でありますが、無償貸与の相手方住所地番が、法人登記簿上の住所地番と異な

っていたため、相手方住所地番を訂正するものです。 

 訂正の内容でありますが、無償貸与の相手方が、「岐阜県海津市海津町駒ケ江413番地」

を「岐阜県海津市海津町駒ケ江東引田437番地２」に訂正するものであります。 

 以上、議案の訂正について御承認を賜りますよう、お願いを申し上げます。 

○議長（森  昇君） 市長より訂正理由の説明が終わりました。 

 これより議案第33号 財産の無償貸与についての訂正について質疑を許可します。 

 質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森  昇君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

 討論ありませんか。 
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〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森  昇君） 討論なしと認めます。 

 お諮りします。ただいま議題となっております訂正の件については、これを承認すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森  昇君） 異議なしと認めます。よって、日程第２、議案第33号 財産の無償貸

与についての訂正については、これを承認することに決定しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎議案第１号 平成29年度海津市一般会計予算 

○議長（森  昇君） 続きまして、日程第３、議題第１号 平成29年度海津市一般会計予算

を議題といたします。 

 さきに予算特別委員会に審査が付託してありますので、委員長から審査結果の報告を求め

ます。 

 予算特別委員会委員長 水谷武博君。 

〔予算特別委員長 水谷武博君 登壇〕 

○予算特別委員長（水谷武博君） 皆さん、おはようございます。 

 議長からの御指名でございますので、予算特別委員会の審査報告を行います。 

 宛先、海津市議会議長 森昇様、予算特別委員会委員長 水谷武博。 

 委員会審査報告を行います。 

 本委員会に付託された案件は、審査の結果、次のとおり決定したので、海津市議会会議規

則第109条の規定により報告をいたします。 

 議案番号、議案第１号、件名、平成29年度海津市一般会計予算、結果、可決すべきもので

ございます。 

 審査の経過を申し上げます。 

 ただいま御報告いたしました案件は、各委員が御承知のとおり、多くの質疑、意見が出さ

れました。その後反対討論があり、起立採決を行い、賛成多数で原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 総括質疑の中で、通学路交通安全対策工事の関係で、通学路安全推進会議のメンバー構成、

平成28年度の会議の開催回数、予算の工事箇所の決定方法について質問があり、通学路安全

推進会議のメンバーについては、国道・県道・市道の道路管理者、施設の代表として小学校

校長会長、中学校校長会長、海津明誠高校、海津特別支援学校、ＰＴＡ連合会長、市の市民

推進活動課、学校教育課、建設課、教育総務課の12名で構成され、会議については平成28年

度は３回行い、１回目が６月２日に開催され、内容としては各学校から危険箇所として64カ
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所が上がってきたものを24カ所に絞り込む作業をし、２回目が７月29日に開催され、内容と

してはそれぞれの管理者が必要対策を検討し交通安全対策方法を決定し、３回目がことしの

２月22日に開催され、内容としては過去３年間、平成26年度から平成28年度の安全対策を行

った箇所の安全性の検証をした旨の説明がありました。 

 ６月２日に64カ所を24カ所に絞り込んでいるが、平成28年度に入り時間が少ないと思うが、

絞り込みの時間は適正か質問があり、１回目を開催するまでに保護者等から危険箇所として

御要望なり連絡をいただき、各学校で必要な箇所を判断し精査されたものが教育総務課に上

がり、市で検討した上、優先度が高い順に上げている旨の説明がありました。 

 また、次にふるさと納税寄附については、新聞報道では教育など子育てへの使い道が最多

であったと報じているし、寄附の利用目的の指定は多くないと思うので、海津市のためにな

るのであれば何でも支援をするということで、特に教育分野に利用することができないか質

問があり、ふるさと納税は７つの目的があるが、３分の１ぐらいは市のためになれば何にで

も利用できる旨の説明がありました。 

 また、３分の１ぐらいが何でも利用できるということであれば、本市にとっては人材を育

てるということが重要であると思うので、教育、子育てに使っていけるのか、今後の動向に

ついて質問があり、用途については、寄附者の意向により使わせていただくものであるが、

使い道については今後検討していく旨の説明がありました。 

 次に、基金を取り崩し運営をしているが、今後、健全な財政運営ができるか、将来の見通

しについて質問がありました。基金残高の推移は、平成29年度予算については予算上で繰り

入れするべきものを全て取り崩した場合の残高になっており、平成28年度の当初予算につい

ても13億円ほど基金繰入金を見ているが、それほど崩さない残高見込みになっている旨の説

明がありました。 

 また、そういうことであれば、それほど心配しなくてもいいのかと質問があり、財政調整

基金に関しては17億円くらいで推移しており、将来的には中期財政計画を作成し議会に報告

していくが、合併特例の地方交付税割り増し部分が段階的に縮減されていくので、厳しいと

いう認識をしている旨の説明がありました。 

 以上、御報告をさせていただきます。 

○議長（森  昇君） 委員長の報告が終わりました。 

 予算特別委員会の付託案件の質疑を許可します。 

 質疑はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 それでは、議案第１号についての討論を行います。 
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 討論の通告がありますので、発言を許可します。 

 ３番 六鹿正規君。 

〔３番 六鹿正規君 登壇〕 

○３番（六鹿正規君） 議案第１号 平成29年度海津市一般会計予算に対して反対をするもの

です。 

 なぜならば、財源が厳しいことを盾にして、ボランティア団体、サークル活動、スポーツ

などで使用する施設利用料金、また高齢者の医療費の抑制にもつながるグラウンドゴルフ利

用料金の大幅値上げによる増収を当てにして組まれた予算です。 

 行政の無駄の見直しもすることなく、常勤の特別職及び議員報酬の減額をしないで、市民

の皆様だけに厳しさを押しつける市民いじめ予算ではないかと思います。 

 したがって、市民いじめ予算と考えられる議案第１号 平成29年度海津市一般会計予算に

は賛成するわけにはまいりません。 

 以上、反対討論を終わります。 

○議長（森  昇君） 賛成討論はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） 続きまして、４番 堀田みつ子君。 

〔４番 堀田みつ子君 登壇〕 

○４番（堀田みつ子君） それでは議長の許可を得ましたので、議案第１号 平成29年度海津

市一般会計予算に反対の立場で討論を行います。 

 新年度一般会計予算案の貸付金元利収入の項には、岐阜県土地開発公社に貸し付けてある

４億円の利息として年14万円が収入として上がっています。 

 昨年、こうした予算が何とかしなくてはいけないという意識が薄れるというふうに考えら

れることを指摘いたしましたが、駒野工業団地開発事業は、見るべき進展がないまま１年が

経過してしまいました。工業開発団地事業を成功させることが責任であると同じ答弁が繰り

返され、判断が引き延ばされています。出口の見当たらない協議や会議を重ねるより、ほか

にやるべきことがあるのではないでしょうか。危機感のなさを感じます。工業団地開発事業

の中止を含めて判断が先送りされる要因のこうした予算立て、施政方針は認めることができ

ません。 

 また、公共事業によっては完成までの期間が長く、予定が大幅に延びることもあり、今さ

ら後戻りはできないからと進んでいくことが多々あります。東海環状自動車道を利用するた

めに海津市内に進められているスマートインターチェンジはその一例だと思います。平成32

年に完成と言われていますが、完成予定までに３年しかなく、完成時期はやはり不透明です。 

 工業団地開発とスマートインターチェンジができれば企業の進出が期待でき、これがきっ
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かけとなり、まちには若者があふれ、豊かで活気に満ちた海津市になるという夢が市長の口

から語られています。 

 しかし、不確かな夢を語るより、海津市としてスマートインターチェンジに、これ以上ふ

えることはないと言われておりますけれども、総額の２億5,000万円の予算をかけるより、

それだけの予算を人材育成に使ってこそ予算が生きると考えております。システムも建造物

も、考え工夫してつくり上げていくのは人であることをもう一度よく考えていただきたいこ

とを申し上げ、反対討論といたします。ありがとうございました。 

○議長（森  昇君） 賛成討論ありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） そのほか討論ありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより、議案第１号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決すべきものです。本案を委員長の報告のとおり可決する

ことに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（森  昇君） 議員総数13名、起立10名、起立多数です。よって、議案第１号 平成

29年度海津市一般会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎議案第２号 平成29年度海津市クレール平田運営特別会計予算から議案第35号 平

成29年度海津市下水道事業特別会計への繰入についてまで 

○議長（森  昇君） 続きまして、日程第４、議案第２号から日程第35、議案第35号までの

32議案を一括議題とします。 

 さきに各常任委員会に審査が付託してありますので、ただいまから各委員長から審査報告

の結果の報告を求めます。 

 初めに、総務産業建設委員長 飯田洋君。 

〔総務産業建設委員長 飯田洋君 登壇〕 

○総務産業建設委員長（飯田 洋君） それでは、報告させていただきます。 

 海津市議会議長 森昇様、総務産業建設委員会委員長 飯田洋。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された案件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第109条

の規定により報告いたします。 
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 議案番号、件名、結果の順に報告いたします。 

 議案第２号 平成29年度海津市クレール平田運営特別会計予算、可決すべきもの。議案第

３号 平成29年度海津市月見の里南濃運営特別会計予算、可決すべきもの。議案第８号 平

成29年度海津市下水道事業特別会計予算、可決すべきもの。議案第９号 平成29年度海津市

水道事業会計予算、可決すべきもの。議案第13号 平成29年度海津市駒野奥条入会財産区会

計予算、可決すべきもの。議案第14号 平成29年度海津市羽沢財産区会計予算、可決すべき

もの。議案第15号 平成28年度海津市一般会計補正予算（第５号）のうち本委員会の所管に

属する事項、可決すべきもの。議案第16号 平成28年度海津市クレール平田運営特別会計補

正予算（第３号）、可決すべきもの。議案第19号 平成28年度海津市下水道事業特別会計補

正予算（第３号）、可決すべきもの。議案第20号 海津市職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部を改正する条例について、可決すべきもの。議案第21号 海津市職員の育児休業

等に関する条例の一部を改正する条例について、可決すべきもの。議案第22号 海津市常勤

の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、可決すべきもの。議案第

23号 海津市税条例等の一部を改正する条例について、可決すべきもの。議案第24号 海津

市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について、可決すべきもの。議

案第25号 海津市空家等対策協議会設置条例について、可決すべきもの。議案第26号 海津

市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、可

決すべきもの。議案第32号 市道路線の認定及び変更について、可決すべきもの。議案第35

号 平成29年度海津市下水道事業特別会計への繰入について、可決すべきもの。 

 審査の経過を申し上げます。 

 ただいま報告いたしました18案件は、全て全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定

しましたことをあわせて御報告いたします。 

 また、主な質疑として、議案第２号 平成29年度海津市クレール平田運営特別会計予算の

関係で、一般会計繰入金187万5,000円の詳細について質問があり、国の地方創生交付金を活

用して事業を進めていく中で、経営指導業務委託ということで事業費750万円の２分の１が

交付金として支払われ、さらに両道の駅、クレール平田・月見の里南濃ということで、２分

の１の187万5,000円を一般会計に交付金としてもらったものが繰入金として予算編成した旨

の説明がありました。 

 また、昨年度はどうであったか質問があり、地方創生交付金に関しては、平成28年は12月

に補正をさせていただいた旨の説明がありました。 

 また、リニューアルにより営業できない期間があるので、売上金等が減少すると思われる

が、予算に考慮してあるか質問があり、予算の積算段階においては、リニューアルオープン

等の詳細について詰めていなかったので、歳入歳出とも通年営業の予定で計上している旨の
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説明がありました。 

 また、仮店舗についてはどうなっているか質問があり、仮店舗に関しては推進交付金の対

象外になるので、仮店舗を設けるのであれば基金等の繰り入れが必要になってくるので、総

会、クレール平田の役員会等で協議し、費用対効果が出ないので、それならば工期を短縮し

リニューアル後の備品等の購入に充てたほうがいいということで仮店舗は設けないというこ

とになったが、青空市的なものの要望もあるので、今後検討していく旨の説明がありました。 

 さらに、経営指導業務委託料についてリニューアルと連動しているか質問があり、歳入歳

出の経営分析とか経費削減等、リニューアルとあわせて分析しているので連動している旨の

説明がありました。 

 議案第３号 平成29年度海津市月見の里南濃運営特別会計予算の関係で、経営指導業務委

託は何年計画か、また経営指導内容についても質問があり、平成28年度、29年度、30年度の

３年間で進めていき、経営内容については売り上げを伸ばす、経費の削減等にとどまらず経

営改善案として空き店舗解消、テナントの売り上げアップ等、幅広く指導していく旨の説明

がありました。 

 また、加工所使用料５％と10％はどのように分類しているか、リノベーション設計業務委

託料、経営指導業務委託料、附帯施設整備工事は全部がリンクしているのか質問があり、加

工使用料については規約等、当初からの決め事により加工パンについては10％で、ジャム、

総菜の加工については５％になっており、業務委託料、整備工事に関しては地方創生交付金

により行う事業で、事業費の２分の１の活用をするもので、一体になっている旨の説明があ

りました。 

 さらに、公債費の地方債償還元金・償還利子はいつまで払うのか、繰り上げ償還は可能か

質問があり、平成16年から平成36年の20年間償還で、繰り上げ償還に関しては、民間での借

り入れならば繰り上げ償還も可能である旨の説明がありました。 

 議案第８号 平成29年度海津市下水道事業特別会計予算の関係で、下水道ストックマネジ

メント計画業務委託料の詳細について質問があり、下水道の適正管理による下水道サービス

の維持、ライフサイクルコストの最小化、予算の平準化を目的とした下水道の長寿命化対策

で、長期のライフサイクルコスト削減を計画していく業務である旨の説明がありました。 

 議案第９号 平成29年度海津市水道事業会計予算の関係で、給水戸数が減少し有収水量が

８割になっているが、漏水調査委託料は270万円しか見ていないが大丈夫か質問があり、平

成29年度の早い時期に漏水調査の発注をし、100キロメートルに範囲も拡大し調査していく

旨の説明がありました。 

 議案第22号 海津市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

の関係で、この議案については平成28年第４回定例会に提案され可決されているが、なぜ今
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回、提案されたか質問があり、第４回定例会において海津市議会議員の議員報酬、費用弁償

及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例につきましては、期末手当率の改正が否決

された趣旨を踏まえまして、特別職の期末手当率について議員各位の支給率に沿った形に改

正させていただき、今後は手当等に関して提案する場合は議会と協議していく旨の説明があ

りました。 

 議案第24号 海津市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例についての

関係で、今までのビニール・プラスチック類のごみ袋はどのように使用できるか質問があり、

現在のビニール・プラスチック類ごみ袋はプラスチック製容器包装として使用していただき、

収集させていただく旨の説明がありました。 

 議案第25号 海津市空家等対策協議会設置条例についての関係で、第３条２項の委員の割

合及び第３条５項のアドバイザーについて質問があり、地域住民の代表としては、旧３町、

海津、平田、南濃自治会長代表３名、学識経験者で民生委員、景観形成委員、建築士等の方

で９名程度予定して、アドバイザーに関しては、海津警察署職員、海津市消防署職員、岐阜

西濃建築事務所職員を予定している旨の説明がありました。 

 また、地域住民の代表者が旧３町の自治会長の代表者３名ということであるが、南濃町に

おいては北部、中部、南部と範囲が広いが大丈夫か質問があり、今後検討していくが、あく

までもこの海津市空家等対策協議会設置条例に関しては、空き家等対策計画の策定を目的と

しており、各地域の実情を把握するものではないので、地区の代表という考え方でいる旨の

説明がありました。以上でございます。 

○議長（森  昇君） 続きまして、文教福祉委員長 浅井まゆみ君。 

〔文教福祉委員長 浅井まゆみ君 登壇〕 

○文教福祉委員長（浅井まゆみ君） それでは、委員会報告を申し上げます。 

 海津市議会議長 森昇様、文教福祉委員会委員長 浅井まゆみ。 

 委員会審査報告。 

 本委員会に付託された案件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第109条

の規定により報告します。 

 議案番号、件名、結果の順に報告申し上げます。 

 議案第４号 平成29年度海津市介護老人保健施設在宅介護支援センター特別会計予算、可

決すべきもの。議案第５号 平成29年度海津市国民健康保険特別会計予算、可決すべきもの。

議案第６号 平成29年度海津市介護保険特別会計予算、可決すべきもの。議案第７号 平成

29年度海津市後期高齢者医療特別会計予算、可決すべきもの。議案第10号 平成29年度海津

市介護老人福祉施設事業特別会計予算、可決すべきもの。議案第11号 平成29年度海津市介

護老人福祉施設事業デイサービスセンター特別会計予算、可決すべきもの。議案第12号 平
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成29年度海津市介護老人保健施設事業特別会計予算、可決すべきもの。議案第15号 平成28

年度海津市一般会計補正予算（第５号）のうち本委員会の所管に属する事項、可決すべきも

の。議案第17号 平成28年度海津市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、可決すべき

もの。議案第18号 平成28年度海津市介護保険特別会計補正予算（第３号）、可決すべきも

の。議案第27号 海津市立幼稚園条例を廃止する条例について、可決すべきもの。議案第28

号 海津市立保育所条例を廃止する条例について、可決すべきもの。議案第29号 海津市体

育施設条例の一部を改正する条例について、可決すべきもの。議案第33号 財産の無償貸与

について、可決すべきもの。議案第34号 財産の無償貸与について、可決すべきもの。 

 審査の結果を申し上げます。 

 ただいま御報告いたしました15案件は、全て全会一致で原案のとおり可決すべきものと決

定しましたことをあわせて御報告いたします。 

 また、主な質疑として、議案第５号 平成29年度海津市国民健康保険特別会計予算の関係

で、国民健康保険税は減少傾向にあるのかとの質問があり、平成29年度は税率改正を行って

いないことと被保険者数が減少していることで、保険税も減少している。また、平成27、平

成28年度は保険税率を上げているので、減にはなっていない旨の説明がありました。 

 次に、会議費が増額になっている理由の質問があり、平成30年度から制度改正により県に

移管されるが、スタートに向けて委員の皆さんに話し合ってもらうことがふえてくるので、

増額になっている。また、保険税額については、国からの納付金額が決まってから国保運営

審議会で審議する旨の説明がありました。 

 次に、議案第６号 平成29年度海津市介護保険特別会計予算の関係で、認知症カフェの内

容及び予算額が減少した理由の質問があり、１人200円で一月当たり20人を想定している。

また、予算額が減少した理由は、ＧＰＳ装置の貸出分を歳入で見ていないためとの説明があ

りました。 

 次に、議案第７号 平成29年度海津市後期高齢者医療特別会計予算の関係で、繰入金は増

額の傾向にあるのかとの質問があり、被保険者が毎年ふえており増額傾向にある旨の説明が

ありました。 

 次に、議案第10号 平成29年度海津市介護老人福祉施設事業特別会計予算の関係で、光熱

水費、燃料費の減額の理由についての質問があり、主に灯油代の単価の変動により減額とな

った旨の説明がありました。 

 また、事業費用の給与費が249万8,000円増額になった理由について質問があり、デイサー

ビスセンター事業との調整によるものとの説明がありました。 

 次に、議案第11号 平成29年度介護老人福祉施設事業デイサービスセンター特別会計予算

の関係で、事業費用の給与費が122万4,000円の減額になった理由について質問があり、常勤
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職員が減った旨の説明がありました。 

 次に、議案第33号 財産の無償貸与についての関係で、無償貸与の５年間が過ぎた後はど

うなるのか、また無償貸与期間中に市からお金は支払われないのかとの質問があり、５年後

については、再度協議し運営方法を決定することとし、金銭の支払いは発生しない旨の説明

がありました。 

 さらに、５年後の協議で受け手がなかった場合はどうなるのかの質問では、そのときの保

育量の状態で待機児童が出るようであれば、市に運営を戻すことになる。また、逆の場合は

他の運営者を募集し、応募がない場合は廃園も検討する旨の説明がありました。以上でござ

います。 

○議長（森  昇君） 各委員長の報告が終わりました。 

 それでは、各委員長の報告に対する質疑を行います。 

 初めに総務産業建設委員会付託案件の質疑を許可します。 

 質疑はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 続きまして、文教福祉委員会付託案件の質疑を許可します。 

 質疑はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） 質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 これより討論、採決を行います。 

 議案第２号から議案第21号までの討論を行います。 

 討論ありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

 お諮りします。議案第２号から議案第21号までの20議案につきましては、一括採決するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森  昇君） 異議なしと認めます。よって、議案第２号から議案第21号までの20議

案につきましては、一括採決をいたします。 

 お諮りします。議案第２号から議案第21号までの20議案につきまして、委員長報告のとお

り可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森  昇君） 異議なしと認めます。よって、議案第２号 平成29年度海津市クレー
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ル平田運営特別会計予算、議案第３号 平成29年度海津市月見の里南濃運営特別会計予算、

議案第４号 平成29年度海津市介護老人保健施設在宅介護支援センター特別会計予算、議案

第５号 平成29年度海津市国民健康保険特別会計予算、議案第６号 平成29年度海津市介護

保険特別会計予算、議案第７号 平成29年度海津市後期高齢者医療特別会計予算、議案第８

号 平成29年度海津市下水道事業特別会計予算、議案第９号 平成29年度海津市水道事業会

計予算、議案第10号 平成29年度海津市介護老人福祉施設事業特別会計予算、議案第11号 

平成29年度海津市介護老人福祉施設事業デイサービスセンター特別会計予算、議案第12号 

平成29年度海津市介護老人保健施設事業特別会計予算、議案第13号 平成29年度海津市駒野

奥条入会財産区会計予算、議案第14号 平成29年度海津市羽沢財産区会計予算、議案第15号

 平成28年度海津市一般会計補正予算（第５号）、議案第16号 平成28年度海津市クレール

平田運営特別会計補正予算（第３号）、議案第17号 平成28年度海津市国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）、議案第18号 平成28年度海津市介護保険特別会計補正予算（第３

号）、議案第19号 平成28年度海津市下水道事業特別会計補正予算（第３号）、議案第20号

 海津市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について、議案第21号

 海津市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、以上20議案は委員

長報告のとおり可決することに決定しました。 

 次に、議案第22号 海津市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついて討論を行います。 

 討論の通告がありますので、発言を許可します。 

 ９番 橋本武夫君。 

〔９番 橋本武夫君 登壇〕 

○９番（橋本武夫君） それでは議長の許可をいただきましたので、議案第22号 海津市常勤

の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、賛成の立場から討論をし

たいと思います。 

 海津市常勤の特別職職員の給与に関する条例については、平成28年第４回定例会において、

一部改正をしております。その３カ月後にまた一部改正をするということは、いささか疑問

を感じておりました。 

 その理由が、平成28年12月定例会において議会議員の報酬及び期末手当に関する条例の一

部を改正する条例が否決された趣旨を踏まえ、特別職職員の期末手当の支給率を改正前の支

給率にするためと説明をされております。 

 平成28年第４回定例会において、議員と特別職の期末手当の支給率について異なる議決を

したためではありますけれども、私は前回の定例会で議会議員の報酬及び期末手当に関する

条例の一部の改正に反対討論をした理由の一つとして、政務活動費の採用など期末手当より



－１４７－ 

も優先すべき課題があることを理由として上げました。特別職には、それが当てはまらない

ので、悩みに悩んだ末に常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部については賛成をいた

しました。 

 私だけでなく、議員は全員それぞれ提案された議案については真剣に考え、悩んで悩んで、

その上で賛否を決めているというものであります。その結果である議会の議決は最も尊重さ

れるべきものではないでしょうか。 

 本来であれば承服しがたい提案ではありますけれども、委員会審議の中で執行部から反省

の言葉があり、また条例改正によって財政負担が減り、市民の利益につながることとあわせ

て、若干不本意ではありますけれども、議案第22号に賛成するものであります。 

 今後は、議会の結果、それが最大限尊重されるべきものであるということを強く要望する

ものであり、あえて賛成討論をさせていただきました。以上です。 

○議長（森  昇君） 反対討論はありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

 これより議案第22号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決すべきものです。本案を委員長の報告のとおり可決する

ことに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（森  昇君） 議員総数13名、起立多数です。よって、議案第22号 海津市常勤の特

別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、委員長の報告のとおり可決

されました。 

 次に議案第23号から議案第35号までの討論を行います。 

 討論ありませんか。 

〔挙手する者なし〕 

○議長（森  昇君） 討論なしと認め、討論を終結します。 

 お諮りします。議案第23号から議案第35号までの11議案につきまして、一括採決すること

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森  昇君） 異議なしと認めます。よって、議案第23号から議案第35号までの11議

案につきましては、一括採決いたします。 

 お諮りします。議案第23号から議案第35号までの11議案について、委員長の報告のとおり

可決することに御異議ありませんか。 



－１４８－ 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森  昇君） 異議なしと認めます。よって、議案第23号 海津市税条例等の一部を

改正する条例について、議案第24号 海津市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改

正する条例について、議案第25号 海津市空家等対策協議会設置条例について、議案第26号 

海津市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、

議案第27号 海津市立幼稚園条例を廃止する条例について、議案第28号 海津市立保育所条

例を廃止する条例について、議案第29号 海津市体育施設条例の一部を改正する条例につい

て、議案第32号 市道路線の認定及び変更について、議案第33号 財産の無償貸与について、

議案第34号 財産の無償貸与について、議案第35号 平成29年度海津市下水道事業特別会計

への繰入について、以上11議案につきましては、委員長報告のとおり可決することに決定し

ました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎派遣第１号 議員派遣について 

○議長（森  昇君） 続きまして、日程第36、派遣第１号 議員派遣についてを議題といた

します。 

 本案を議会事務局長に朗読させます。 

 議会事務局長 荒川逸夫君。 

○議会事務局長（荒川逸夫君） 派遣第１号 議員派遣について御説明させていただきます。 

 海津市議会会議規則第165条第１項の規定により、次の議員派遣について議会の議決を求

める。 

 平成29年３月17日提出。海津市議会議長 森昇。 

 議員派遣一覧表をごらんいただきたいと思います。 

 今回は２件でございます。 

 目的、場所、期間、議員の順に説明させていただきます。 

 まず、第100回東海市議会議長会定期総会、議員の資質向上のため。場所は、名古屋市中

村区名駅４－３－25、キャッスルプラザ、期間は平成29年４月20日、派遣議員は議長の森昇

議員、そして副議長の藤田敏彦議員でございます。 

 次に、平成29年度薩摩義士頌徳慰霊祭、姉妹都市交流のため。場所は、鹿児島県鹿児島市、

鹿児島県霧島市、期間は平成29年５月24日から25日、派遣議員は水谷武博議員、服部寿議員、

松岡光義議員。以上でございます。 

○議長（森  昇君） ただいま議会事務局長から朗読がありました派遣第１号の議員派遣に

ついてお諮りします。本案について議員派遣一覧表のとおり、議員を派遣することに御異議

ありませんか。 



－１４９－ 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森  昇君） 異議なしと認めます。よって、派遣第１号 議員派遣については、原

案のとおり議員を派遣することに決定しました。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎閉会の宣告 

○議長（森  昇君） 以上をもちまして、本定例会に提出されました案件は全て議了いたし

ました。 

 これをもちまして、平成29年海津市議会第１回定例会を閉会します。御苦労さまでござい

ました。 

（午前９時４７分）  
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